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1.調査報告書 

 
■１．活動の背景（地域の現状とまちづくりの状況） 

・ 根岸地域は、台東区の北部に位置し、荒川区に接している。

・ 根岸という地名は、その昔、この地が上野の山のもと沼地の

きわであったことに由来する。 

・ その風光明媚な土地柄は、文人墨客芸術家が好んで住む古く

からの住宅地で、多くの文化人を輩出している。現在でも、

寺社が多く、また、長屋、町屋、路地、さらには、かつての

料亭街の建物が残るなど、長い歴史を感じさせる趣のあるま

ちである。 

・ しかし、区域の外周を形成する幹線道路沿道では建替えやマ

ンション化が進み、個性的なまちなみは失われつつある。 

・ また、区域の大半が戦災を免れたため、区画整理による基盤

整備がなされておらず、狭小幅員道路が多いほか、古い木造

住宅も存在する等、防災上の問題を抱えている。 

・ これらの問題に対し、台東区では、根岸3･4･5丁目地区を対

象として平成12年から「密集住宅市街地整備促進事業」の導

入を検討し、安心して住み続けることができるまちづくりに

取り組んでいる。 

・ とりわけ、根岸地域では、防災性の向上と古くからの根岸の

良さをどのように共存させるかが大きな課題となっている。

防災事業をきっかけとしながらも、景観や歴史をキーワード

に地区の固有性を再認識し、総合的なまちづくりに取り組む

気運が徐々に高まりつつある。 

 

 
■２．活動の経緯と目的 

１）活動の経緯 

今回の活動に至る経緯としては以下の三点があげられる。 

①「防災まちづくり提言」の作成とその具体的な提案の必要性

・ 平成 13 年度、区が作成する密集事業の整備計画作成に対し、

まちづくり協議会では「防災まちづくり提言」を作成した。

・ この提言は、今後のまちづくり事業の基本的な指針となり、
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また、行政と住民が協働のまちづくりを進めていくことを宣

言するものされている。 

・ 「下町根岸の良さを活かした防災まちづくり」を大きな目標

としているが、今後事業がはじまり、共同建替えの種地等が

うかびあがってきた時に、具体的に建物を誘導していく仕組

みやその根拠は曖昧なままである。建築行為に対するローカ

ルルール作成のために、早い段階で「根岸の良さ」を共有す

る必要がある。 

②景観部会（根岸の歴史を守る会）の設立と活動展開 

・ 平成 14年度 1～3月に行ったハウジングアンドコミュニティ

財団調査を契機に、その後も協議会では「防災広場」と「景

観」の二つを大きな柱として、活動を進めてきた。平成 15

年度６月には、協議会に「広場部会」「景観部会（根岸の歴

史を守る会）」二つの部会を立ち上げた。 

・ 平成 15 年９月までに景観部会は、計４回開催されている（月

一回の会合）。 

・ 景観部会は、最終的な目的として、区の景観まちづくり条例

（平成 15 年 4 月施行）に制度化された「景観まちづくり団

体の認定」「景観資源の保全」「景観形成ガイドラインに基

づくローカルルールの作成」「景観形成地区の指定」を掲げ

ている。そのためには、まず、地域固有の景観要素の洗い出

し、そして何より地域住民の意識啓発が最も大きな課題とな

る。 

・ これまでの具体的な活動としては、昨年度の HC 財団調査で

得た建物データベースをもとに「景観資源マップ」の作成や

普及啓発のためのちらしづくりを行ってきた。 

・ さらに、築 70 年以上経過した長屋を再生しようとする活動

の芽がある（ウィークエンド・サロン・プロジェクト）。こ

れは、協議会会員の地元不動産業者と、町会に所属する賃貸

経営者の協力により、空き家となっていた長屋を地区外の建

築関係の若者に低家賃で貸すことで動き出したものである。

（協議会の事務局であるコンサルタントがどちらの活動に

も関わり地域とのつなぎ役を果たしている）。 

・ 長屋は路地空間とあわせて、根岸地域の生活文化を伝える大

切な景観まちづくり資源である。 

・ 景観部会では、このような長屋再生活動と連携することで、

よりリアルに空間・場を体験しながら、景観形成について議

論する場がもてると考えている。 

 

 

資源マップ案（一部抜粋） 
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２）活動の目的 

以上の経緯をふまえて以下の二点を大きな活動目的とする。 

①景観まちづくりに関するローカルルール策定に向けた資源

マップ・リストの作成と普及啓発 

②伝統的家屋（長屋）の保全・活用実践とそれによる普及啓発

 
 
■３．活動の内容 

１）景観まちづくりに関するローカルルール策定に向けた資源マップ・リストの作成と普及啓発 

■優先順位の高い建物リストの整理 

・ 昨年度のハウジングアンドコミュニティ財団

調査では、法政大学陣内研究室の協力を得て、

地区内の古い家屋の分布や特徴について網羅

的に調査し、年代・種別ごとの整理を行った。

・ 今年度の調査では、データベースを活用し、景

観形成まちづくり条例の景観資源に位置づけ

ていくための建物を抽出した。 

・ これらの抽出においては、所有者へのヒアリン

グやアンケートを行い、実現可能性の高いもの

を提案していくこととした。 

・ 抽出した建物は以下の通りである。 

 

建物カテゴリ 件数 

寺社・仏閣等 ２８ 

町家 ４６ 

長屋 １２ 

小規模独立住宅 １６ 

屋敷 ６ 

看板建築 １８ 

洋館 ３ 

蔵 １ 

計 １３０ 

 

■ヒアリングアンケート調査 

・ 寺社・仏閣（計28件）については、景観部会メ

ンバーが、アンケートシート、景観まちづくり

条例のあらまし（台東区資料）、景観形成ガイ

ドライン（台東区資料）、根岸の歴史を守る会

ちらしを持ち、訪問配布・回収によるアンケー

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成14年度HC財団調査建物データベース

優先的に意向把握する建物リスト・マップ
の整理 

アンケート項目の検討 

ｱﾝｹｰﾄ調査・活動内容説明・景観形成ｶﾞｲﾄﾞ
ﾗｲﾝ・景観まちづくり条例のあらまし配布
（長屋・町家等は郵送回収） 

入力・集計作業・考察 

根岸まちづくり瓦版第６号に結果掲載 

根岸の里資源リスト（根岸3丁目西ブロック）

図中
番号

丁目 番地 建築分類 居住者氏名 居住者住所 用途 構造 階数
建設年
(西暦)

建設年
(年号)

経過
年数

所有者氏名 所有者住所 担当者 チェック

長屋リスト

長1 3丁目 11番地 長屋 頡賀幸一郎/鈴木剛 根岸３－１１－１３ 集合住宅 木 2 1910 明治４３ 93

長3 3丁目 24番地 長屋 谷沢薫 根岸３-２４-２ 専用住宅 木 1912 大正１ 91

3丁目 24番地 長屋 野口義明 根岸３-２４-２ 専用住宅 木 1912 大正１ 91

3丁目 24番地 長屋 丸山昭七/野口昌平・野口昌敏 根岸３-２４-１１ 専用住宅 木 1912 大正１ 91

町家リスト

町8 3丁目 3番地 長屋式町家 寿々□・遠藤・□本 根岸３－３－１７ 併用住宅 木 1913 大正２ 90 遠藤松子 根岸３－３－１７

3丁目 3番地 長屋式町家 天聖館・高見鑑定所・高見敏秀 根岸３－３－１７ 併用住宅 木 1913 大正２ 90 高見忠男 根岸３－３－１７

3丁目 3番地 長屋式町家 くまがや不動産・津原巌 根岸３－３－１７ 併用住宅 木 1913 大正２ 90 津原和子 根岸３－２－６

3丁目 3番地 長屋式町家 池田 根岸３－３－１７ 併用住宅 木 1913 大正２ 90 池田隆 根岸３－３－１７

町12 3丁目 6番地 町家系専用住宅 関口　伊勢一 根岸３－６－２３－１０ 専用住宅 木 1920 大正９ 83 土肥幸太　他 鎌倉市十二所７０

町13 3丁目 6番地 町家系専用住宅 清水・鍵屋 根岸３－６－２３－１８ 専用住宅 木 1934 昭和９ 69 清水賢太郎 根岸３－６－２３－１８

町17 3丁目 12番地 町家系専用住宅 安重和男 根岸３－１２－２７ 専用住宅 木 1920 大正９ 83 栗谷義明 杉並区高円寺北１－１２－・・・

町26 3丁目 23番地 町家系専用住宅 津久田安治 根岸３-２３-７ 専用住宅 木 1933 昭和８ 93 津久田安治 根岸３-２３-７

町27 3丁目 24番地 町家系専用住宅 鳥海美代子 根岸３-２４-１９ 専用住宅 木 1937 昭和１２ 66 鳥海みよ 根岸３-２４-１９

小規模独立住宅リスト

独1 3丁目 11番地 小規模独立住宅 八巻信吾・八巻信太郎 根岸３－１１－１９ 専用住宅 木 1955 昭和３０ 48

独2 3丁目 12番地 小規模独立住宅 陶山哲夫/脩夫/秀夫 根岸３－１２－４８ 併用住宅 木 2 1920 大正９ 83

独5 3丁目 23番地 小規模独立住宅 根岸３-２３-３ 併用住宅 木 2 1934 昭和９ 69

独9 3丁目 6番地 小規模独立住宅 丸富商事・加藤 根岸３－６－７ 専用住宅 木 1940 昭和１５ 63

独10 3丁目 6番地 小規模独立住宅 酒井工務店 根岸３－６－８ 専用住宅 木 1940 昭和１５ 63

独11 3丁目 12番地 小規模独立住宅 木原 根岸３－１２－１２ 専用住宅 木 1947 昭和２２ 56

独12 3丁目 12番地 小規模独立住宅 野田屋東庖会・菅野重一・江部慶次郎 根岸３－１２－１１ 専用住宅 木 1910 明治４３ 93

屋敷リスト

屋1 3丁目 3番地 屋敷 辻孝彦・辻敦敏 根岸３－３－２０ 併用住宅 木 1937 昭和１２ 80

屋3 3丁目 10番地 屋敷 名取郁造・森寧男 根岸３－１０－９ 専用住宅 木 1940 昭和１５ 63

屋11 3丁目 8番地 フベ 根岸３－８－１２ 専用住宅 木 1890 明治２３ 113 白性院 台東区浅草２－３１－３

3丁目 8番地 理容堀井 根岸３－８－１２ 併用住宅 木 2 1900 明治３３ 103 白性院 台東区浅草２－３１－３

洋館リスト

洋3 3丁目 7番地 屋敷 西宮版画店・西宮興作・西宮雄作 根岸３－７－１５ 専用住宅 木 1905 明治３８ 98

蔵リスト

蔵1 3丁目 ４番地 蔵 質まつや・富永芳次郎 根岸３－４－９ 工業系 木 1929 昭和４ 74

長屋式町家

吉田総合研究所・吉田税務会計・経営管
理㈱・紅陵苑
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ト調査を行った。 

・ 長屋、町家、小規模独立住宅、屋敷、看板建築、

洋館、蔵（計102件）については、根岸３丁目

東ブロック、根岸３丁目西ブロック、根岸４丁

目ブロック、根岸５丁目ブロックの４ブロック

毎に担当者を決め、訪問配布、郵送回収による

アンケート調査を行った。 

・ 現段階では、長屋・町家などの回収率がまだ高

くないため、今後再度訪問するなどして、継続

的に調査を進めていく。 

 

■根岸まちづくり瓦版による結果報告 

・ ３/15現在でのアンケート結果は、まちづくり

瓦版ニュースで地域住民に報告した。（関連資

料 根岸まちづくり瓦版第６号６頁） 

 

２）伝統的家屋の保全・活用実践（根岸の古いたて

もの体験企画） 

 

・ 景観部会（根岸の歴史を守る会）の活動を広く

地域内外に発信し、今後のローカルルール策定

に向けたきっかけづくりとして、根岸の歴史的

建物・伝統的家屋、古地図の展示会を開催した。

・ また、本調査では、実際に地区内で空き家とな

っていた長屋の再生に取り組もうとしている

活動体と連携し、その活動経過を地域に伝え、

さらに場所（空間）を開放することで、長屋の

もつ魅力や活用の方法をリアルに広めること

とした。 

・ 広報の方法は、関連８町会掲示板へのポスター

貼り（85枚）、中根岸町会回覧板ちらし（60枚）、

イベント会場周辺へのちらし配布（40枚）とし

た。また、連携団体・協議会事務局がメディア

（新聞）へ働きかけることで地区外への広報も

行うことができた。 

・ 当日参加者は、５０名以上（＋スタッフ11名）

であった。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｲﾍﾞﾝﾄ共催団体からの提
供資料 
（長屋のもつ空間的魅
力の再生方法をわかり
やすく図面で表現） 

 

3/4 読売新聞記事 
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■歴史写真展 

＜展示物＞ 

・ 1856年、安政三年実測復元図 

・ 1859年、安政六年分間江戸大繪図 

・ 1896年、東京郵便電信局地図 

・ 1935年、東京都下谷区地籍図 

・ 1918年、関東大震災焼失地域概略図 

・ 1945年、戦災焼失地域概略図 

・ 歴史的建物写真ﾊﾟﾈﾙ（24点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左：ｲﾍﾞﾝﾄ会場（根岸３
丁目長屋）前の受付風景
左下：古地図の比較展示
下：ｷﾞｬﾗﾘｰ風景 

 

左：歴史的建
物写真展示

 

ﾊﾟﾈﾙ説明文章＜街道沿い街区の外側の地区＞ 

金杉通り沿いの街区の西北方面、街道からみると裏手にあ

たる地域には、閑静な住宅街が広がります。中根岸を主とし

て、この街区は江戸時代、江戸市中には属していませんでし

た。寺社地や別荘地として、また百姓地や農地として扱われ

てきました。現在も根岸近辺を散策すると、趣のあるお寺や

神社にめぐり合うことができます。閑静で風光明媚な自然環

境に恵まれた根岸は、江戸時代には大商人たちの別荘や寮が

立ち並んでいました。このようにして,現在もお屋敷に近い風

情を持った住宅が数多く集まる流れができたようです。 

田園郊外や百姓地・農地であった頃の風景は、名所図会等

でみられる風景画から想像を膨らませるしかありませんが、

私たちは知らずしらずのうちにその頃と同じ道を歩いていま

す。江戸時代からの切絵図や地図を比較していくと、江戸期

や近代初期の道の位置はピタリと一致して、そのまま受け継

がれていることがわかります。これは、明治以後、元々の農

地の上に庶民が移住し、徐々に市街化したためです。そのた

め計画性の弱い地域構造が作られ、土地の起伏や地質などの

自然条件に左右された、古い農道的な通りに強く影響を受け

ながら市街化していきました。 

建物の種類や形態の面から見ても、近代以前までの農地や

別荘のような屋敷地の要素の中に、近代に入って少しずつ、

形態的に町屋の流れを受け継いだ、都市的なスタイルの住宅

が入ってきました。こうして、現在の変化に富んだ景観が出

来上がりました。その中にも、根岸独特の落ち着いた雰囲気

が、まちの安定した秩序として残っているのは、歴史的な基

底条件の上に地域構造が受け継がれてきたからではないでし

ょうか。 

ﾊﾟﾈﾙ説明文章＜街道沿いの街区＞ 

現在の金杉通りは、元は奥州裏街道でした。現在でも通り

の両側には伝統的な町屋を見ることが出来ます。関東大震災

や空襲の被害を逃れた根岸地区一帯は、町割を大きく変える

ことなく、近世からの伝統的な都市構造を受け継いでいます。

江戸時代には、奥州裏街道沿い一帯の地区も江戸市中と認

められていました。そのため、現在も非常に計画的で奥行き

の揃った帯状の街区として残っています。街道沿いに立ち並

んだ町屋の間には路地が通され、路地を中心とした長屋のコ

ミュニティー空間が形成されました。この路地を中心とした

町屋と長屋で構成される短冊型の住居集合組織は、伝統的な

基本単位として受け継がれています。 

明治時代に入ってから、少しずつ横道が形成され、道路が

広げられました。これに伴って、町屋の流れを受け継いだ、

町屋より庶民的な建築が現れ始めました。「みせ」の機能を重

視した商店や、土間を残しながら住宅機能を発展させるなど、

様々な形態に分かれていきました。また、デザインも、街道

沿いの重厚な印象から、徐々に簡易なものへと変化する一方

で、関東大震災前後には、瓦屋根を隠し、外壁にモダンな装

飾をあしらったデザインも登場しました。 

こうして、それぞれの年代ごとに変化した建築が、災害を

逃れて根岸に残りました。現在のように、ひとつのまちの中

に様々な種類の建築を見ることが出来る、東京でも珍しい地

域となったのです。根岸の建築の種類の多様さは、パネルに

見るとおりで、まるで生きた建築の博物館ともいえませんか。

お気に入りの建物を見つけてください。 
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■かべぬり体験・建築工法・部材レクチャー 

・ 昔の建物を体験する、家づくりに関心を持つこ

とに主眼を置き、長屋内部の壁塗り体験（畳約

８畳分）を行った。（材料・工具等は、外部協

力者負担。） 

・ あわせて、長押、敷居・鴨居、背割り、火打ち、

足固め等の伝統的家屋の工法や部材を説明し

たレクチャーパネルを30枚程度展示した。 

・ この企画の中で、地域住民との新たな交流が

多々生まれた。また、地区外からも、リノベー

ションの専門家や和雑貨店舗経営者、ランドス

ケープ専門家、工務店経営者などが訪れ、今後

の活動のひろがりが期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左：長屋工
法・部材ﾚｸﾁ
ｬｰﾊﾟﾈﾙ 

 

かべぬり体験の様子 
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大変思う
30.6%

どちらでも良い
2.8%

思う
63.9%

思わない
2.8%

＜アンケート集計＞ 

■質問１．                                         

根岸には、長家や町家、蔵のある家、緑あふれる路地など昔ながらの下町の風景が数多く残っていま

す。これらの根岸の自然を守りたいと思いますか。 

自由意見 

・ビルが建つようにはなりましたが、返ってくるとホッとします。この雰

囲気は守りたいですね。 

・これから時の流れで事情が変わるということもあると思いますので長い

目で見てゆきたいと存じます。 

・守ってみたいものだとは思うけれど、もう一部しか残っていない上に現

在の生活には合わない建物なので、思い切って新しい物にしてしまうのも

一計かと思う。 
 

■質問２．                                         

平成 15 年４月、台東区に「景観まちづくり条例」ができました。これについてご存じですか？ 

 

 

 

 

 

 

■質問３．                                        

景観まちづくり条例では、「地域の人たちが話し合って独自のルールをつくる」ことで、地域らしい

景観を守り育てることができます。このようなルールづくりに参加したいと思いますか？ 

自由意見 

・あくまでも住民の生活を守る物であって欲しいので、自

分の意見も生かしてもらいたいとは思うけれど、下町の

人々の気質（頑固、変くつ、変化に対応できない etc）を

考えるとあまり参加したくない。 

 

 

 

 

■質問４．                                         

根岸の良い所はどんなことだと思いますか？（複数回答可） 

自由意見 

・私宅近隣は大変静かで、ウグイス、

めじろ、しじゅうから、キジ、鳩等々

飛来して幸せに思う毎日です。上野の

山近くのお寺さんのお陰と思っていま

す。 

・最近はマンションが増えて、町会に

参加していない住民が増えている。さ

らに、外国人が非常に増えていて、昔

の下町の良さは確実になくなっている

気がする。どこに出かけるにも便利、

手の届く所に何でもあるという感じ。

 

 

24

18

14

22

12

1

0 5 10 15 20 25 30

人情・近所づきあい

路地

長屋・町家・御屋敷

お寺・神社・お稲荷

老舗

その他

どちらともいえない

37.1%

参加したくない

17.1%

是非参加したい

11.4%

条件次第で

参加したい

34.3%

知らない

30.6%

聞いたこと

はある

36.1%

よく知っている

8.3%

知っている

25.0%
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■質問５．                                        

根岸のまちが江戸や明治時代どんな町だったかご存じだったら教えて下さい。 

自由意見 

・祖々母（明治初期生まれ）から聞いて（小学校低学年頃）いる話の中に、日光街道であった為、人、馬車、荷車、

が家の前を多く行き交い、大変賑やかであったそうです。家の前は旧日光街道。 

・川が流れていた。根岸３丁目までは田んぼだったため今でもたまに“ヒル”等が出る。 

■質問６．                                         

恒例の行事、しきたり、などがあれば教えて下さい。（昔やっていたことでも） 

自由意見 

・近くの神社で初詣、節分祭、三社祭等 

・納豆売り、金魚売り、獅子舞等があった。 

・節分の豆まき（神社・自宅）ひな祭り、７月１３日の迎秋、７月１６日の送り火、ラジオ体操、彼岸の墓参り、

氏神社への初詣、５月５日のしょうぶ湯、冬至のゆず湯等今でもやっています。 

■質問７．                                         

現在の建物はどのようにお使いですか？ 

その他 

・下は貸市、上に住んでいる。 

・住んでいる＆作業場として使用。 

 

 

 

 

 

■質問８．                                         

土地と建物の所有はどのようなかたちですか？ 

土地 建物 

 

 

 

■質問９．                                         

現在の建物には何年頃から住みはじめて（商いをはじめて）いますか？ 

 

 

 

 

 

■質問１０．                                        

家族構成を教えて下さい。 

 

 

 

 

 

 

自己所有
66.7%

借地
33.3%

ひとり暮らし
20.0%

夫婦のみ
25.0%

夫婦と子ども
20.0%

夫婦と親
5.0%

三世代
15.0%

その他
15.0%

築80年以上

9.5%

築20年以上

40年未満

14.3%

築40年以上

60年未満

47.6%

築60年以上

80年未満

28.6%

住みながら商売
23.8%

その他
9.5%

商売だけ
4.8%

住んでいるだけ
61.9%

借家
9.5%

共有
4.8%

自己所有
85.7%
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■質問１１．                                       

あなたの建物を今後どのようにしていきたいですか？ 

その他 

・土地を地上げされていますので、手を付けられない状態

です。 

・不明 

・屋根の補修をする。 

・大正３年生まれの母（９０才）が生存中は今の家で住む。

・資金なし 

・自分の物でないから判らない 

・売りたい 

 

■質問１２．                                        

まちの景観に配慮し、昔ながらの良さを生かした建替えや修繕の方法があります。もし、建替えや修

繕をするとしたら、これらについてどうお考えになりますか？ 

その他 

・長屋のため 

・土地が狭くて考えるよちなし 

・家のリフォームをしたばかりなので… 

 

 

 

 

■質問１３．                                        

歴史を伝えるものをお持ちで教えて下さい。（古い写真や絵、巻物、古い家具など） 

・昭和２０年代の羽子板、人形等。昭和１０年代の着物。 

・古いもの（タンス）たくさんありますが、只、家に置いてあるだけです。タンス等は、使用しています。 

・通い徳利 

・根岸及近傍をお読み下さい。第一、第二があります。 

・古写真（戦後～） 

■質問１４．                                        

その他ご意見等がございましたらお書き下さい。 

・補助金が出れば嬉しい。 

・母（９１才）はボケていますが、昔（大正時代初期）のことはよく覚えていますので、少しは役に立つことがあ

るかもしれません。 

・今の場所に住み始めた時がよかった。 

・あまり協力はできませんが、より良いまちづくりの為頑張って下さる方によろしくお伝え下さい。 

・（公園に関して）次世代を担う子供達の意見を取り入れたい。学校の教室（クラス）単位の合同の発想をもう一度

描いてもらいたい。 

・根岸まちづくり第一号として、役所のご指示通り角切りし、セットバックして建物が完成しました。近所に是非

お願いとしまして、区役所から積極的にお声を掛けて頂き一日も早く予定通りに実現されますようにと思ってお

ります。下前病院がなくなったことで実現可能と思いまして、土地の件を同意しました。消防車、救急車が出入

できます様にお取計らい下さいますよう重ねてお願い申し上げます。 

・我が家は骨組み基礎は、大正時代からの古い商屋ですが、15年前にリフォームして、外装はサイディングで、出

窓などアルミサッシを使った物になっています。生活する上では、収納が少なかったり、つくづく昔の生活と現

代の生活では違うので生活しにくいというのが本音です。この町が好きで、こういう家に住みたいから住んでい

るのではなく、ここにいたから住んでいるというのが本当のところなので、この街並みを残せたらいいだろうな

とは思うものの実際住んでいる住民には正直この町並みを保存するような強制的な法などができてしまったらと

まどってしまうと言うのが本当のところです。それに、もう既に、マンション，ビル等かなり無秩序に立ってし

まっている現在、町並みを保存するといってもかなり難しいのでは…と思います。 

 

 

建替えを10年以内

にしたい

4.8%

建替えない

52.4%

その他

33.3%

増築・改築を

近い将来にしたい

4.8%

建替えの具体的

予定あり

4.8%

全く考えない

38.9%

条件次第では

考えたい

22.2%

是非やってみたい

5.6%
その他

22.2%

あまり考えたくない

11.1%
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４．活動の成果 

1)景観まちづくりに関する意向調査結

果 

 
2)地域住民に対する景観まちづくり活

動の普及啓発効果、地域住民・町会

組織・地元工務店等との関係づくり

 

3) 根岸まちづくり瓦版第６号（景観ま

ちづくり特集号） 

 

 

 

 

根岸まちづくり瓦版第６号 

■５．今後の展開（今後の展開として予定していること） 

１）景観部会による継続的な意向調査 

・ 今回の調査で行ったｱﾝｹｰﾄについては、景観部会を中心とし

て、まだ意向の確認できていない箇所を優先的に再度調査を

行っていく。活動に興味のある所有者・居住者に対しては、

会に参加してもらえるよう積極的に働きかけを行う。また、

区役所まちづくり推進課の支援を呼びかけながら、景観まち

づくり団体の認定、景観形成地区指定に向けた活動を進め

る。 

２)元三島神社祭礼にあわせたまちづくりｲﾍﾞﾝﾄ（5/8・9） 

・ 来年度 5/8・9 に元三島神社の祭礼がある。この中で、中根

岸町会が中心となり、下谷病院跡地（区所有地）をお祭り広

場として開放するという企画が進んでいる。町会からの呼び

かけもあり、この場の一角を借り、何らかの形でまちづくり

のｲﾍﾞﾝﾄを展開する気運が高まってきた。（案：プチ歴史お宝

ギャラリー、フリーマーケット、パネル展示第２弾） 

３)今と昔の写真比較展示展 

・ 今回の調査の中で、20 年前の根岸・下谷地区の町並みを撮っ

た写真を入手できた（100 点以上、法政大学陣内研究室より）。

根岸の町並み景観の良さを共有していく上で、有効に活用す

る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 20 年前の写真 
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■６．活動のポイント 

１）活動の人材 

・ 根岸３・４・５丁目地区まちづくり協議会景観部会ﾒﾝﾊﾞｰ：

外部の組織やｺﾝｻﾙﾀﾝﾄではなく、地域住民が主体的に意向調

査を行うことはそれ自体が景観まちづくりへの意識を高め

る点で効果的である。ﾛｰｶﾙﾙｰﾙが絵に描いた餅にならないた

めには、顔の見える関係の中で話しを進めることが非常に大

切である。 

・ 区がまちづくり相談員及び密集事業の計画づくり支援で委

託しているコンサルタント：地域に密着してまちづくりに取

り組み如何にまちの信頼を得るか。コミュニティプランニン

グの視点でまちに関わることが大切である。 

・ 研究機関（大学）：法政大学陣内教授が、20 年前に根岸をフ

ィールドとして研究していたこともあり、協議会活動へ積極

的に参加している。 

２）活動のための資金調達 

・ 協議会が発行する瓦版ニュースの趣旨に賛同する協賛会員

を協議会メンバーが自分たちの足で集める。協賛会員から

は、瓦版ニュースの中面マップに、店舗や事務所の情報（場

所、営業時間、定休日、電話番号等）を掲載するかわりに、

協賛金をもらい、その協賛金により次回以降のニュースの用

紙・印刷代を捻出する仕組みとなっている。 

・ 台東区のまちづくり団体への活動補助金 

３）活動のネットワーク・支援 

・ 長屋オーナー、イベント会場近隣住民：今回の調査における

イベント開催にあたっては、会場となる長屋所有者及び近隣

住民の理解と協力が不可欠であった。無関心や不信感をステ

ップは重要であった。 

・ 外部協力者（長屋再生活動チーム）：建築家、照明メーカー、

都市プランナーによる長屋再生チームの精力的な活動がイ

ベント自体の魅力や伝統的家屋を知る上でのリアリティを

高めた。 

・ 地区外からのイベント参加者：リノベーションの専門家、ラ

ンドスケープ専門家、工務店経営者などが訪れ、今後の活動

のひろがりが期待できる。（イベント終了後も数多くの来訪

者がいる。） 

・ 手ぬぐい専門店「かまわぬ」の協賛：古い建物を改修して、

和手ぬぐいの専門店を展開している「かまわぬ」から手ぬぐ

い50本をいただいた。今後、保全・活用を進めていく上で、

ネットワークを図りたい。 

 




